
牛を⽤いた様々な試験が可能です！
 飼料、飼料添加物、動物⽤医薬品の残留性および安全性に関する試験

・・・GLP適⽤試験にも対応しています

 飼料および飼料添加物の効果に関する試験
・・・発育への効果、嗜好性試験など、様々な試験に対応しています

◉ 泌乳⽜、乾乳⽜（30区画）
◉ 個体ごとに乳量の測定ができます

分房毎の搾乳にも対応しています

同時に多くの⽜を飼育することが可能！
複数の試験区の設定、反復数の多い設定もOK！
お客様の要望に合わせた様々な試験設計が可能です。
同じ環境条件で⼀度に試験をすることで、信頼性の⾼いデータを得ることができます。

◉ ⼦⽜、⾁⽜、成⽜（14区画）
250kgまでの⽜では、区画を2分して
28区画で飼育できます

⼀般社団法⼈⽇本科学飼料協会
本部 技術部科学飼料研究センター
〒104-0033 東京都中央区新川2-6-16
TEL 03-3297-5631 FAX 03-3297-5633

〒286-0133 千葉県成⽥市吉倉821
TEL 0476-35-0411 FAX 0476-35-0557

E-メール︓ info@kashikyo.lin.gr.jpホームページ︓ http://www.kashikyo.or.jp

科学飼料協会

科学飼料研究センターでは、お客様のニーズにお応えした飼料･飼料添加物および動物⽤医薬品等に関するさまざまな動物試
験および飼料の品質管理や安全性等に関する分析試験を⾏っています。


